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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和６年度第４回谷浜・桑取区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 【自主的な審議】 

  ・今後の自主的審議の進め方について（公開） 

３ 開催日時 

令和６年９月２５日（水）午後６時３０分から午後８時５分 

４ 開催場所 

上越市立谷浜・桑取地区公民館 大会議室 

５ 傍聴人の数 

２人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委   員： 坪田 剛（会長）、横田正美（副会長）、安達麻美、京谷奈緒美、 

佐藤和幸、佐藤幸太郎、白滝 了、田村 隆、中原桂一、番場 淳子 

（欠席者２名） 

・事 務 局： 北部まちづくりセンター：佐藤所長、近藤副所長、石﨑係長、丸山主任 

８ 発言の内容 

【近藤副所長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【坪田会長】 

 ・挨拶 

 ・会議録の確認：佐藤和幸委員に依頼 

議題【自主的な審議】今後の自主的審議の進め方について、事務局へ説明を求める。 
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【丸山主任】 

・資料１「【谷浜・桑取区】地域活性化の方向性を基にした意の整理表」 

資料２「【今後の自主的審議の進め方】谷浜・桑取区地域協議会 意見交換・視察勉強

会について」に基づき説明 

【坪田会長】 

前回一人一人の委員から、地域協議会で話してみたいことということで、一言ずつお

話をいただいた。前回、安達麻美委員が欠席されたので、簡単で結構なので自分の思い

を一言お願いしたい。 

【安達麻美委員】 

私は、ここの出身で、ここで育って、ただ、大学、就職も県外だった。結婚でここに

戻ってきた。地域のことは子供の頃のことしか思い出がなくて、前期の協議会に参加し

て知らない事が多くあった。地域でいろいろな活動されている、いろいろなところで、

いろいろなことが行われていることを知って、皆さんが地域のために取り組んでいると

いうことがわかってよかったと思っている。 

皆さんといろいろと地域活性化のためにどのようにしたらいいかと考えてきた中で、

やはり昔に比べて子供が少ない、そういった中で、どのように地域に人を取り入れてい

くかということを考えている。高校卒業とか大学卒業後に子供たちが戻ってくるかとい

うと、うちの子供を考えてみると、長男が戻ってきた。ただ、次男は、戻りたくないと

言って、何がというと、やはり就職である。ここで仕事があるかどうかというところで、

確かにここは住みやすくて、子供を育てるにはいい場所かなと思うが、就職のことが大

きな要因だと考えると、地域で人をどう取り込んでいったらいいのかということを考え

ること自体が難しいのではないかと思ったりもする。 

ただ、この春、谷浜公園へ行ったときにすごく賑わっていた。とても若いお母さん、

お父さんと子供たちがいっぱい来られていて「すごい」と思ったし、こんなにお子さん

を見たのは、この地域では久しぶりだと思った。こういう良い施設があるので、いろい

ろな施設に来訪者を呼び込むというのは、やはり谷浜・桑取地域の活性化にはいいのか

なと思ったことがあった。 

いろいろな取組がある中で、何がいいかというのは、皆さんと考えていきながら、こ

こが活性化できるようなことを、皆さんと考えていきたいと思っている。 
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【坪田会長】 

発言をありがとうございました。 

事務局に先ほどの説明を引き続きお願いする。 

【丸山主任】 

この間の協議会では、地域活性化を考えるにあたり、まずは委員がよく地域のことを

知る必要があるという意見も寄せられている。自主的審議事項をどんなテーマにしてい

くか絞り込む、継続審議事項をどうしていくかということの結論を出す前に、もう少し

地域を知る時間を皆さんと持てればと考えている。 

資料２では、５月に「地域協議会委員の手引き」をお配りして少し説明したが、地域

協議会委員の活動として、地域の団体等との意見交換、視察勉強会、アドバイザーを招

いた研修会、そういったことを活動として展開していくことをまとめた。地域の団体と

意見交換をしながら地域を知る、県内、県外の先進地を見て、自分たちの地域と比べて、

知見を深めるなど、今後やっていければと思っている。 

資料１に戻る。今日はこちらの資料を使いながら、二つのグループに分かれて、地域

協議会として「知りたいこと」を洗い出していただきたいと思う。第３回での委員の皆

さんの主な発言は、ここにまとめたが、ほかにも、前期に地域の方から聞いた声として

地域活性化の方向性の検討にあたり、元となった地域の皆さんからの意見を、左に記載

している。これらを参考にし、これから今のメンバーの皆さんで知って深めていきたい

こと、実態を知りたいことを話し合っていただければと思う。 

【坪田会長】 

質問、意見等を求めるがなし。 

名簿順で、左右に分かれていただきグループ討議をしていただく。その後、各グルー

プでどんな話が出たのか共有したい。知りたいことをまとめきれなくても、意見だけ出

していただきたい。 

【白滝委員】 

何を意見交換すればいいのか。前回第３回協議会と同じような話になってしまう可能

性がある。 

【坪田会長】 

今日はグループ分けして、他の委員の意見も聞きながら、一応まとめていただければ

いいと思っている。 
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【京谷委員】 

この人数なので、二手に分かれなくてもいいのではないかと個人的には思う。やはり

二手に分かれたほうがいろいろな意見が出るのか。 

【坪田会長】 

それも意見だと思う。細かく分けたほうが、より良い意見が出るのではないかという

ことで、このような一つの策とした。皆さんの中で、このままの１０人の中で協議した

いということになれば、それで意見が出るということになれば、それでもいい。二つに

分かれても、最終的には全体で意見を共有するということである。 

【京谷委員】 

今回、移住の仕組と、学校の関係について、委員の皆さんの意見を聞きたいと思って

来た。 

【坪田会長】 

それは、教育委員会関係の報告がある際に出してはどうか。そのほうがより具体的な

ものが聞けると思う。 

１０人の中で意見が出てくれればいいが、やはり大勢の中では、私もそうだが、話し

づらい面がある。グループに分かれることによって、気楽に話ができるようになるので

はないかということである。 

【京谷委員】 

そういう仕組みであれば、わかった。 

 

－ グループ協議 － 

 

【坪田会長】 

話の途中で、時間が少し足りなかった部分もあるが、出た内容だけでいいので、各グ

ループの意見を共有していただきたい。 

【横田副会長】 

自分を除いて、今年から初めて地域協議会委員になられたメンバーばかりだったので、

私の分かる範囲で昨年までどういう活動をして、今どこまでが途中経過なのかといった

ことを簡単に説明してから、フリートークのような形になった。 

「いかに谷浜、桑取地区に魅力があって、そこに人に来てもらう、移住して人に来て
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もらうか」というような話に進んだ。たまたま、私の暮らす集落に８月、若い夫婦が移

住して来られたので、もう少し詳しい移住の経緯やここを選んだ理由を聞いてみたいと

思っている。このように、実際に移住した経験者の話を聞きながら、谷浜・桑取の魅力

を再発見し、移住のための手立て等を考えていきたいと意見が出た。 

グループでの話を踏まえ、個人的には自主的審議事項になるのかまだわからないが、

最終的には谷浜・桑取の魅力再発見と人に来てもらうことを大きなテーマで審議を深め

て行ったらどうかと思っている。 

【白滝委員】 

こちらのグループでは、時間が足りなくて、資料１の表の一番上、「伝統行事、史跡、

文化の継承」について話し合った。主な意見は３つある。 

この間も話があったが、やはり伝統行事を運営する地元の方も、人がたくさん来てし

まうと具合が悪いという部分もあって、一概に人をたくさん呼べばいいという話ではな

い、まずは地元の当事者の方たちと話し合うことが大事だということ。いろいろな歴史

のある文化、行事について発信の方法を考えないといけないということ。行事を広げる

にあたってインフラを整備していかないといけない予算も必要になる、という意見が出

た。やっていかなければいけないことがたくさんある、まだやっていないことがたくさ

んあるという話で終わった。 

一部の集落の伝統行事であっても、谷浜・桑取の文化として途絶えさせたくない、谷

浜・桑取地域全体で応援したい気持ちがあることを確認した。 

【坪田会長】 

何か意見はあるか。 

【佐藤幸太郎委員】 

全く協議する時間がなかった。テーマは盛りだくさんなのに、時間が短く、もったい

なかったと思う。今後、皆で工夫していけばいいと思う。 

【佐藤所長】 

今回一回に限らず、次回もこの続きを是非行っていただきたい。少しずつではあるが、

皆さんの思いを言葉にして、いろいろな話を出していただきたいと思っているので、よ

ろしくお願いする。 

【坪田会長】 

佐藤幸太郎委員の意見は、本当にそのとおりだと思う。 
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今後いろいろ考えつつ、よりよい方向を見出しながら、皆さんの意見をたっぷり聞け

るような形の中で何かやっていければいいかなと思う。 

ほかに意見を求めるがなし。 

その他について、事務局何かあるか。 

【丸山主任】 

次回協議会では、報告事項として、観光振興課からくわどり湯ったり村の運営状況に

ついて話がしたいと連絡が来ている。 

【坪田会長】 

・次回協議会：１０月下旬 

そのほかに意見を求めるがなし。 

 

９ 問合せ先 

総合政策部 地域政策課 北部まちづくりセンター 

TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 
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